
わかすぎ新聞 
 

 

 

 

☀ ☀ ☀ 大盛況の中、内覧会を行いました ☀ ☀ ☀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年７月１０日の福井新聞に掲載されました。 

福井県初！！デジタルミラー！ 

デジタルミラーとは、毎日楽しく続けられるリハビリの新ス

タイルのトレーニング機器です。 

「見える」「測れる、撮れる」「比較ができる」の３つの要素が

組み合わさっています。 

「見える」は、ミラーによって自分の姿勢や動作を確認で

き、より効果的なリハビリができます。 

「測れる、撮れる」は、測定結果を記録でき、毎日の効果を

確認しながらリハビリができます。 

「比較できる」は、リハビリ前後の比較ができ、利用者のモチ

ベーションアップにつながります。 

デジタルミラーの測定結果と理学療法士等の各種検査結

果から総合的に判断したうえで、リハビリメニューの作成を

行います。 

利用者様の様子：ゲーム感覚で楽しくバランス運動を行っていらっし

ゃいました。 

 

 🌸🌸🌸 お誕生日 おめでとうございます 🌸🌸🌸 

 

 

 

 

 

 

 

 社内研修の様子  
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自分で歩く事・食べる事・そして笑顔で生きる事、 
利用者様を幸せにする 

そして私達自身も幸せになります。 

 

リハビリデイサービスわかすぎでは、スタッフ間でのカンファレンスや研修会等を 

しっかり行い、お互いに切磋琢磨して、技術・対応の向上を目指しています！ 

 

利用者様、介助者にも負担のかからな

い、安定した姿勢で移乗動作を行うことは

重要なことです。 

介助の仕方を理解するための基礎知識

から、具体的な移乗動作の方法、介助者

の腰に負担のかからない身体の使い方を

勉強しました。 

0776-33-0708 

 

理学療法士による移乗動作の研修会 

株式会社ありがとうの理念～ 

「施設長からの一言」   ～『株式会社ありがとう』の社名について～ 
日常において、気持ちを伝える言葉に『ありがとう』があります。その『ありがとう』を辞典で探して

みると、 

あり-がとう〔-がたう〕【有(り)難う】≪形容詞「ありがたい」の連用形「ありがたく」のウ音便≫ 

感謝したり、礼を言ったりするときに用いる言葉。ありがとう。「出典：デジタル大辞泉」 

よく夫婦円満の秘訣は『ありがとう』を口に出してちゃんと伝える事と人生の大先輩からアド

バイスされます。 

『ありがとう』 大切な言葉ですが、相手との距離が近ければ近いほど、口に出していないこ
とに気づかされます。これは、家庭内や夫婦間だけでの問題ではありません。利用者様や
事業所のスタッフ、支えてくれている他の職種や周りの方に対しても同様です。毎日感謝の
気持ちを忘れず、口に出して伝えていけるよう弊社は「株式会社ありがとう」という社名にし
ました。 
この大切なコトバを惜しまず伝えていきたいと思います。 
『いつも ありがとうございます！これからもよろしくお願いします。』 


